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畿内七道とは
日本列島は実はひとつの地層ではなく、

２億５０００万年前から堆積した

陸や海の地層が北や南、西や東から

集まりかさなりあって出来ている。

１３００年前大和政権が律令国家となり、

その日本の成り立ちにそって

各地方を区分したのが畿内七道だった。

会員特典

（左右）高山寺　　　

寂光院 緑の参道　写真提供：寂光院

会員特典 つながりあう日本三十六景畿内七道の
文化施設をご紹介
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平安貴族が夢見た
安寧の景観

三千院門跡

京都市左京区大原来迎院540　

TEL:075-744-2531

国宝鳥獣人物戯画、善財童子像など貴重な美術工

芸品を所有し、栄西禅師が中国から持ち帰った茶

種が植わる日本最古の茶園の伝承も残る高山寺。

宝亀5（774）年光仁天皇勅願により開創、開基は承

久の変敗軍の家族に明日の灯りを照らした明恵上

人。石水院は明恵上人の住居跡と伝わり、こけら葺

の佇まいは鎌倉初期の寝殿造りを偲ぶ。
高山寺
京都市右京区梅ヶ畑栂尾町8
TEL：075-861-4204
（開）8:30（石水院9：00）〜17:00　
（休）無　
（料）大人600円、小人300円

京都大原に佇む寂光院。平清盛の息女・建礼門院徳子も

また、遠く壇ノ浦で滅亡の平家一門と我が子安徳天皇の

菩提を弔い、終生をこの地で過ごす。天台宗尼寺である寂

光院は、もとは594年聖徳太子が御父を弔うため建立。本

堂前西側の「平家物語」にも描かれた心字池と庭。千年の

姫小松や汀の桜、苔むした石。心静まる深き小さな池。

大原　寂光院
京都市左京区大原草生676　TEL：075-744-3341
（開）9:00〜17:00（冬期12〜2月末は9：00〜16：30）　（休）無　
（料）大人600円、中高生350円、小生100円

千年の都、京都。その間、兵火や天災で廃墟に化しながらも、変わらぬ不易なるものを見つめ、全ての経験を転換した美をもつ景観がある。京都洛南、
北山の裏東西に残る、貴人が都を離れ住んだ歴史ある景観。鄙とかさなりあう雅趣をもとめ、またはかなきを知る応仁の乱前の王朝美がある。

比叡山麓の田園広がる小さな盆地、大原は古よ

り都の貴人たちが極楽往生を求めた隠棲の里。

三千院は、代々親王が住職をつとめた門跡寺院。

境内に敷き詰めた毛氈の様な青苔と、四季折々

の風情が生滅滅己、寂滅為楽の境地へ誘う。戦

国武将の子にして茶人、金森宗和による2つの

庭は、「姫宗和」の茶風に違わず柔らかき優美

さに限りなし。

今回ご紹介する文化施設の催事につきましては、
東日本大震災の影響で一部に変更する可能性もございます。
最新の情報は、右のサイトでご確認を ！
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写真提供：聖護院

三千院
京都市左京区大原来迎院町540
☎075-744-2531

星供・星祭
平成24年2月28日（火）11:00～

金色不動堂の全ての戸を閉め光を断ち、暗闇
の中に蝋燭を灯して、大宇宙の星空を密壇の
上に顕現させる。鎌倉時代より伝承の星に関す
る密教のお経で、厄難消除、開運招福を願う。

聖護院門跡
京都市左京区聖護院中町15
☎075-771-1880

節分会
平成24年2月2日（木）柱源護摩供
3日（金）追難式、彩燈大護摩供

追難式は赤、青、黄の鬼が「鬼おどり」を行っ
た後、山伏に調伏され年男、福女と一緒に福
豆をまくという珍しい行事構成だ。彩燈大護摩
供では参列者の厄除開運を祈願される。

写真提供：三千院


